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著者は，乙の酵素がヒドラジン系統のカノレボニル試薬で顕著に目1害されるという， M. Bergmann 
以来の古典的実験事実より出発し，活性メチレンを有するカノレボニノレ試薬(ジメドン，ジケトヒドリ








































と，力 jレボニノレ試薬で阻害した失活ノわ々インには 14C 青酸が取り込まれないことなどを示した。乙れ
ら'}t実はチオヘミアセタール活性中心説のみによって説明できるものである。
森!京君の上述の研究は，カノレボニノレ基の本体については明らかになし得なかったけれども，従来の
相入れない二つの説の弱点を見事に解決する仮説を提出し，この説を実験的根拠によって示したもの
で，l!i白質分解酵素の活性中心に関する興味ある問題に大きな貢献をなすもので 3 篇の副論文ととも
に理乍博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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